
令和 5年度 一般財団法人どうぶつ福祉 a-hands事業報告書 

（2023年 5月 1日から 2024年 4月 30日） 

 

１．事業活動の概要に関する事項 

 

(１) 人と動物とのより良い共生社会を構築するための事業 

 

(１)-１ 保護動物の譲渡支援活動事業 

（１）-１-１ 

ホームページを制作・保守・運用し、インターネット上にて保護動物の  

譲渡支援を行う事業 

① 動物病院での譲渡を促進し、譲渡後の報告もホームページ上に発信

し、保護どうぶつ譲渡の普及啓発を行うために、財団ホームページを

制作、同サイト上にマッチングコンテンツを掲載し、今期より運用を

開始した。また、マッチングコンテンツの利用者（動物病院、里親希

望者など）を増やす ために、広報活動や SNS での情報発信を積極的に

行った。 

② 協力動物病院を募集し、2024年 4月 30日までに 10病院が登録され、

また、当該協力動物病院の保護どうぶつ 32頭が当サイトに掲載され、

その内 23頭が当マッチングサイト経由で譲渡された。 

③ 譲渡後も継続して獣医師がサポートをする目的で、2024年 3月 30日

に「第 1回巣立ちの会」を開催した。（当財団の協力動物病院より譲

渡された保護猫の里親様 6名が参加。） 

④ 財団ホームページ上に、保護どうぶつ譲渡活動への賛助を呼びかけ、寄付

金を募り、寄付手順を説明するコンテンツを制作、今期より運用を開始

した。 

（１） -１-２ 

当法人の協力動物病院を支援する事業 

① 保護譲渡活動をしている当法人の協力動物病院に保護譲渡支援補助金

を分配するために、寄付型クラウドファンデ ィングによっての特定寄

付金を募るための準備を行った。（クラウドファンディングの特定寄付

金の募集は 2024年 5月 13日より開始予定。） 

② 特定寄付金の募集にて募った寄付金を当法人の協力動物病院に運営補

助費として使用できるチケットとして配布するための分配方法や使用

方法の取り決めを行った。 

 

(１)－２ 動物福祉の普及啓発事業 

広報に力を入れ、動物福祉思想の普及と動物関連団体との連携、里親探し、 

譲渡のあっせんを効率的に行う事業 

① 多くの人に財団と財団の活動内容を知ってもらうために財団ホームページ

上に、財団の活動報告を定期的に投稿している。 

② 多くの人に財団と財団の活動内容を知ってもらうために SNS（Facebook・

インスタグラム・Twitter）に、財団の活動や協力動物病院の保護どうぶ

つを定期的に投稿している。 

③ 財団ホームページ上に、多くの人に財団の活動目的を知ってもらうために

飼い主向けブログページの制作と、保護どうぶつに関する情報発信を行う



ために獣医師向けブログページの制作を行った。来期より定期的にブログ

を投稿する予定。 

④ 財団を多くの人に知ってもらうために、財団バナーの作成を行った。来期

より役員、活動応援団体、協力動物病院等に財団バナーを貼っていただく

ようお願いする予定。 

⑤ 雑誌の取材の対応 

2024年 3月 6日に、財団や協力動物病院の役割等について、保護猫雑誌

の取材対応を行った。（雑誌社 (株)PDA：2024年 5 月 10日発刊予定の保護

猫の雑誌「保護にゃん３」に掲載予定。） 

⑥ 財団と財団の活動を多くの人に知ってもらうために、2024年 4月 5日、

インターペット 2024に宮下理事長が登壇し、「ペットとの暮らしは飼い主

の学びの場」をテーマに講演を行った。 

⑦ 当財団ホームページ上に、動物福祉の普及啓発のための協賛を呼びかけ、 

活動応援団体の募集活動を行った。（2024年 4月 30日までに 6企業より

協賛をいただいた。） 

          

(１)－３ 保護どうぶつ研究会の発足 

保護どうぶつに関する獣医療学的知見や社会的動向を報告、共有するための 

研究会を発足し、講習会などを開催する事業 

① 2023年 12月 25日に保護どうぶつ研究会オンライン・コミュニティをオ

ープンし、定期的に獣医師によるコラム（合計 25回）や当法人の活動に

ついて投稿し、研究会の会員に情報発信を行った。（2024年 4月 30日現

在 29名が参加。） 

② 保護動物に関する獣医療学的知見や社会的動向を報告、共有するための研

究会(講習会)の開催 

・2023年 6月 18日（日）に第１回保護どうぶつ研究会を開催（リアル開 

催）。講師は獣医師の西山ゆう子先生、36名参加。 

・2023年 11月 12日（日）に第 2回保護どうぶつ研究会を開催（リアル 

開催）。講師は獣医師の齊藤朋子先生と獣医師の村田裕史先生、19名参 

加。 

③ 保護どうぶつに関するオンラインでの勉強会の開催は、本事業年度は実施

しなかった。 

 

 

２．運営組織の状況に関する事項 

 

(１) 理事会 

日時 場所 
決議を行使 

した理事数 
決議内容 

2023年  

7月 15日 

Zoomによる 

オンライン

開催 

理事 3名 １．第一回保護どうぶつ研究会の開催報告 

２．第二回保護どうぶつ研究会の開催について 

３．チャリティーイベントの開催について 

４．令和 4年度（第 1期）事業報告、事業報告の附属

明細書、貸借対照表、損益計算書（正味財産増減

計算書）、貸借対照表及び損益計算書（正味財産

増減計算書）の附属明細書、財産目録の承認可決 



５．令和 5年度（第 2期）事業計画書、収支予算書、

資金調達及び設備投資の見込みの承認可決 

2024年  

2月 16日 

書面による

決議 

理事 3名、 
監事 1名 

１．評議員会の招集可決 

２．特定寄付金の募集と第 2期事業計画への活動項目

の追加の承認可決 

３．一般財団法人どうぶつ福祉 a-hands財産の支出の

承認可決 

 

(２) 評議員会 

日時 場所 
決議を行使 

した評議員数 
決議内容 

2023年  

7月 15日 

Zoomによる 

オンライン

開催 

評議員 2名 １．第一回保護どうぶつ研究会の開催報告 

２．第二回保護どうぶつ研究会の開催について 

３．チャリティーイベントの開催について 

４．令和 4年度（第 1期）事業報告、事業報告の附

属明細書、貸借対照表、損益計算書（正味財産

増減計算書）、貸借対照表及び損益計算書（正味

財産増減計算書）の附属明細書、財産目録の承

認可決 

５．令和 5年度（第 2期）事業計画書、収支予算

書、資金調達及び設備投資の見込みの承認可決 

2024年  

2月 22日 

書面による

決議 

評議員 3名 １．特定寄付金の募集と第 2期事業計画への活動項

目の追加の承認可決 

２．一般財団法人どうぶつ福祉 a-hands財産の支出

の承認可決 

 

 

以上 


